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用語集 
 

analyte識別および測定されるターゲット分子 

aptamer明確に定義された3D構造に折りたたまれ、標的分子と高い親和性および特異性で相互作用する小さな一本

鎖オリゴヌクレオチド 

antibody抗原の存在に応答して免疫系によって産生される保護タンパク質（一般に高分子量） 

antigen免疫応答を誘発する外来タンパク質（単独で、またはより大きなタンパク質分子と結合した後）、免疫応答の

産物（抗体やT細胞など）と結合することができます 

biomarker血液、体液、または組織に見られる生体分子で、異常なプロセス、状態、または病気を示す可能性があり

ます 

carbon nanotube, CNT 約100nmおよび1〜2nmのシート厚のシリンダーに巻かれた炭素の六角形格子。 CNT
は、単一の炭素外壁または複数の壁（他の炭素シリンダー内のシリンダー）で製造できます。 CNTは、並外れた電

気伝導率、高い引張強度、高い熱伝導率を備えています。  

nanoparticle, NP;metal, Au;magnetic NPの物理的および化学的特性は粒子径および形状に依存し、親金属とは異なる

場合がある（例えば、磁性NPは従来の常磁性体よりも高い磁化率をもたらす超常磁性特性を示す）；機能化された

NPは、細胞や組織のイメージング、標的分子のラベリング、薬物送達など、生物医学的用途で多くの用途がある 
colorimetric detection (PoC,benchtop, labeled): 分光法または視覚的標準セレクタによる、標的分子複合体の色に基づ

く生体分子（単一のタンパク質結合複合体）検出の技術。 
electrochemical impedance spec-troscopy (EIS) (laboratory,labeled, label-free) 表面での変化と相互作用を追跡するた

めの高感度分光技術、インピーダンス測定バイオセンシング技術。 
electrochemical (EC) detection(benchtop, laboratory, labeled,label-free) 電気化学的変換による標的分析物の検知; EC
バイオセンサは、EC伝達要素と直接空間的に接触する生物学的認識要素（生化学的受容体）を使用して、特定の定

量的または半定量的分析情報を提供できる。生 
electro-immunochemical (EIC)(benchtop laboratory, labeled,label-free) 定量的検出のためのECシグナル伝達と組み

合わせたイムノアッセイ検出技術。 EC検出技術のサブグループ。 
ELISA (benchtop, labeled) タンパク質、ペプチド、抗体、およびホルモンの検出および定量化のための抗原-抗体-酵
素に基づく酵素結合免疫吸着測定法。 
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1. 背景と意義 

においの検出・伝送と再現を実現するデジタル嗅覚テクノロジは、将来に向け、非常に大きなポ

テンシャルをもつ、一連の嗅覚ビジネスを創り上げる可能性の高い領域である。その応用の一つと

して、Well-beingの一つの側面である、精神や身体の幸福のためのヘルスケア分野が多く研究・商

品化されている。 

Well-beingとは、病気や心身の不調からの「自由」を実現し、かつ自らの「生きる力」を引き上

げていくことであり、いきいきと自分らしく生きるための重要な条件である。Well-beingのための

ヘルスケアは病気や心身の不調の両方に着目する必要がある。ヘルスケアは、精神的な状態と身体

的な状態の両面で対応する必要がある。精神的な状態を示すこころの健康には、身体状況、社会経

済状況、住居や職場の環境、対人関係など、多くの要因が影響し、なかでも、身体の状態とこころ

は相互に強く関係している。 

 ストレスの原因は大きく分けて「急性」と「持続性（慢性）」の2種類に分かれる。急性のスト

レス原因としてあげられるのが失恋や失職など、予期せず突発的に起こる出来事であり、逆に持続

性のストレス原因は仕事の不満や上司との不和、病気など継続して頭を悩ませることになる出来事

である。そもそもストレスとは、外部から刺激を受けたときに生じる緊張状態のことである。外部

からの刺激には、天候や騒音などの環境的要因、病気や睡眠不足などの身体的要因、不安や悩みな

ど心理的な要因、そして人間関係がうまくいかない、仕事が忙しいなどの社会的要因がある。つま

り、日常の中で起こる様々な変化＝刺激が、ストレスの原因になる。 

上述したように、ストレスと身体の健康状態は相互に関連するものであり、ヘルスケアをその両

面でその不調の兆候を掴むことが必要であり、そのための様々なセンサが開発されている。家庭や

オフィスで簡易に計測することが可能な手法は、オフィスに於いては様々なバイアスがかかりやす

いアンケート形式によるストレス調査を補完或いは代替する可能性があり、家庭に於いては日常的

なストレス予兆検知として利用可能なデバイスとして上市され始めている。 

においを利用する身体的・精神的ヘルスケアには、主に呼気と皮膚ガスの利用が考えられてお

り、一部実用化も進んでいる。呼気には多様なバイオマーカが発見されており、がんをはじめとす

る疾病の発見や精神的ストレス状態の発見などが可能となる。皮膚ガスも同様であり、この場合に

は更に継続的な変化の情報を取得できるメリットもある。 

本書では、におい・香りを利用するWell-being を中心とするヘルスケアの全体像をまとめてい

る。におい・香りの利用により、ストレスの検知だけではなく、ストレスの緩和が含まれるメリッ

トがある。 

においは他の感覚による刺激とは異なり、強烈な情動や連想を即座に引き出し、その情動がもた

らす生理的・行動的な反応を活性化する。においに対する感情反応は、高次の認知プロセスを介さ

ずに瞬時に起こることである。香りはアロマテラピーにおけるリラクゼーション効果、集中力や認

知機能の改善など、ストレス緩和効果が期待できる。 
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2. Executive Summary 

においの検出・伝送と再現を実現するデジタル嗅覚テクノロジは、将来に向け、非常に大きなポ

テンシャルをもつ、一連の嗅覚ビジネスを創り上げる可能性の高い領域である。その応用の一つと

して、Well-beingの一つの側面である、精神や身体の幸福のためのヘルスケア分野が多く研究・商

品化されている。 

におい・かおりによるヘルスケア応用の目的をFIG.1に整理する。上述したように、ヘルスケア

は精神的、身体的なものに大分類できる。精神的なヘルスケアでは、ストレス状態の検知、ストレ

ス要因の検知、ストレスの緩和（リラクゼーション等）などの目的に用途が分類される。身体的な

ヘルスケア応用では、疾病検知、健康状態の管理、Femtech関連などに対応する目的がある。間

接的なストレスへの対処として、例えばVOCの検知、職場環境の空気質の管理、口臭や体臭の管

理などが、ストレス要因となるにおいの検知機能としてにおいセンサの役割として重要である。 

 

FIG. 1 におい・かおりによるヘルスケア応用 目的 

本レポートでは、非侵襲におい・ガスセンサによる、身体的ストレス状態（疾病検知、予兆検知

など）、精神的ストレス状態（精神的ストレスによる精神面・身体面の反応検知）、ストレス要因の

におい検知（室内の空気質、悪臭検知）や香りによるストレスの緩和（リラクゼーション）への応

用のための研究や製品動向を調査している。 

 非侵襲におい・ガスセンサによる、身体的ストレス状態（疾病検知、予兆検知など）、精神的ス

トレス状態（精神的ストレスによる精神面・身体面の反応検知）の市場規模は、2024年では60
億円と未成熟だが、2034年では410億円の規模に達するとみられる。 

 また、ストレス要因となるにおいの検知機能は、2034年には5840億円、香りによるストレス

の緩和（リラクゼーション）市場規模は、2034年には、2兆円超の規模となる事が想定される。 
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